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　　De Sacra Scriptura et Christologia (On Sacred Scripture and 
Christology) by Pontifical Biblical Commission announced in 1984 is a 
guide which clearly shows how Christians should understand "Jesus 
Christ"． In other words, the viewpoint to bel ieve that the 
accomplishment of the work of salvation by God is embodied in Jesus 
Christ is the most important for Christians．
　So what kind of signifi cance and possibility are there in this document? 
By clarifying the response to raising the problems of these two points, 
the universal nature of this document will be understood more 
convincingly．
　
　1984 年に発表された教皇庁聖書委員会による『聖書とキリスト論』は，
キリスト者が「イエス・キリスト」をどのように理解してゆけばよいのか
を明確に示した指針である．つまり，神による救いのわざの成就がイエス・
キリストにおいて体現されていることを信じる視座がキリスト者にとって
一番重要となる．
　それでは，本文書には，どのような意義と可能性があるのだろうか．こ
の二点の問題提起への応えを明らかにすることで，本文書の普遍的性質が
より一層納得のゆくかたちで理解されるようになるだろう．
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1．問題提起
　1984 年に発表された教皇庁聖書委員会による『聖書とキリスト論』
（Pontifi cal Biblical Commission, De Sacra Scriptura et Christologia）（註 1）
は，キリスト者が「イエス・キリスト」をどのように理解してゆけばよい
のかを明確に示した指針である．つまり，この文書は，信仰者としての視
点で「イエス・キリスト」をどのように眺めて研究すればよいのか，とい
う基本的な方向性を明示している．
　この文書が公表されたのは，いまから 33 年も前のことである．通常の
学問の流れでは日進月歩の勢いで新たな説が生み出されてゆくので，30
年以上を経過した学説は乗り越えられてゆくものとして，過去の遺産とし
ての扱いになりやすい．しかし，本文書は，キリスト者が信仰生活を深め
るうえでの「キリスト」理解を主眼としているので，あらゆる時代や場所
や人種のキリスト者たちが普遍的に「キリスト」の存在意義を確認するこ
とに重点を置いているわけで，その内容が必ずしも時代遅れとはならない．
今日でも『聖書とキリスト論』は，信仰者が「キリスト」を適確に理解し
てゆく際のガイドラインとなるのである．
　それでは，本文書には，どのような意義と可能性があるのだろうか．こ
の二点の問題提起への応えを明らかにすることで，本文書の普遍的性質が
より一層納得のゆくかたちで理解されるようになるだろう．
　なお，本稿は聖書学的な研究を為すものではなく，むしろ古代教父の信
仰共同体内における礼拝の実践を土台とした信仰的認識の視点で「イエス・
キリスト」を理解する立場の特長を再確認するための一つの簡明な考察た
らんことを心がけた教義神学的な方向性での研究であることを言い添えて
おこう．
2．文書の背景　
　近代のヨーロッパ社会において，とくに 18 世紀以降，超自然的な啓示
の視点を重視する「上からのキリスト論」と自然的な物事のなりわいに重
点を置いて人間の理性的な理解力の範囲内で考察を積み重ねる「下からの
キリスト論」を対置させるかたちでのイエス・キリスト理解が響き合って
きた（註 2）．
　それぞれの方法論には一長一短があり，片方だけでは不十分である．も
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しも「上からのキリスト論」だけで事足れりとすれば，イエス・キリスト
の神性のみが極端に強調されることとなり，キリストは畏れ多い存在とし
て奉られるばかりで，私たち人間との距離が遠ざかり（人間とは疎遠な，
栄光に満ちた権威としてのキリスト理解が推し進められる），人間の救い
の実現は困難になりかねない．一方，もしも「下からのキリスト論」だけ
で事足れりとすれば，イエス・キリストの人性のみが極端に強調されるこ
ととなり，キリストの神聖さは地に落とされ（人間に卑近すぎて，恥辱に
まみれた弱者としてのキリスト理解が推し進められる），私たち人間と同
じ罪深い存在として，人間の救いの実現は困難になりかねない．それゆえ
に両方向のバランスを保ちながら，イエス・キリストを眺めることで，よ
り「十全なるキリスト論的考察」（本文中では「十全的キリスト論」
[christologia integralis] と述べられている）が実ることは言を俟たない（註
3）．
　しかしながら，18 世紀のライマールス（1694 － 1768 年）や 19 世紀の
ルナン（1823 － 1892 年）に代表されるイエス伝研究の時代の「第一探求」
の動向に端を発し，20 世紀に活躍したブルトマン（1884 － 1976 年）を代
表者とする様式史研究の時代の「第二探求」の動向を経て，さらに 20 世
紀以降の北アメリカにおけるボーグ（1942 年－）を指導者とする「第三
探求」の研究姿勢にもとづくキリスト論の視点での論文や著作が増えるに
つれて（とくに 1980 年から「第三探求」の研究姿勢が活発化している），
次第に「下からのキリスト論」の方向性だけが強調されがちとなっている
現実を否むことはできない（註 4）．それゆえ，『聖書とキリスト論』は「統
合されたキリスト論」の構築を促す方向性でまとめられている．この方向
性は，古代の諸教父や中世の神学者たちが心がけていた，信仰者としての
聖書理解にもとづいている．神による救いのわざを成就させたイエス・キ
リストのはたらきを聖書をとおして捉え直すことが今日のキリスト者に
とっても肝要となる．言わば，『聖書とキリスト論』の立場では「上から
のキリスト論」に立脚しながらも「下からのキリスト論」の多様な発展的
知見からも有益なものの観方を学ぼうとする，バランス均衡の方向性が目
指されている．しかし，『聖書とキリスト論』では「上からのキリスト論」
を優先して土台に据えるという秩序が堅持されているところに特徴が存し
ているのである．
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　なお，「上からのキリスト論」（High Christology 超自然的な位相から眺
めたキリスト理解の方向性 ; 天から地上へと神の恵みが下降してゆく方向
性の探求の仕方 [ ペトロ・ネメシェギは「下降線的なキリスト論」と呼ん
でいる（本稿の註 2 のネメシェギの文献を参照のこと）]）とは，18 世紀
以前の伝統的なキリスト理解の方向性である．それは，信仰を土台としな
がら理性を活用して聖書を理解する方向性である．神による超自然的な啓
示を自覚することにおいて信仰的な認識が深まるが，そのような人間の理
性的な理解力をはるかに超えた方向性からの光を受容する謙虚さ（あるい
は敬虔さ）を備えている神学的な道行きが「上からの」という術語で示さ
れている．信仰の優位性を常に自覚して展開される神学の歩みが「上から
の神学」と呼ばれている．そして，「上からの神学」の方法論にもとづい
てキリストを研究する場合は「上からのキリスト論」が成り立つ．とくに，
古代末期のアウグスティヌス（354 － 430 年）や中世後期・近世に活躍し
たルター（1483 － 1546 年）が代表者であり，理性の能力だけによって神
を理解し尽くすことが出来ないことをわきまえていた．「上からのキリス
ト論」はヨハネ福音書のキリスト理解を根拠にしており（「みことばは肉
となった」ヨハネ 1・14），歴史的には古代のアレクサンドレイア学派の
神学をとおして今日に至るまで受け継がれている．
　そして，「下からのキリスト論」（Low Christology 自然的な位相から眺
めたキリスト理解の方向性 ; 地面から天空へとゆっくりと上昇してゆく方
向性の探求の仕方 [ ペトロ・ネメシェギは「上昇線的なキリスト論」と呼
んでいる（本稿の註 2 のネメシェギの文献を参照のこと）]）とは，18 世
紀以降の人間的な次元に則るキリスト理解の方向性である．それは，人間
の理性的な能力を最大限に活用して聖書を理解する方向性である．人間の
自然的なものの観方にもとづいて，目に見える世界の客観的な分析を行い，
現状を把握することに重点が置かれているので，目に見えない精神的な世
界に関しては意見を差し挟むことがない．人間的な動機の見直し，従来の
教会組織体制からの解放，理性にもとづく信仰理解，が特徴となっている．
とくに，近世から近代を経て現代に至る西欧の自然科学・文藝研究運動（ル
ネサンス，文藝復興運動）・啓蒙主義的理神論（Deism）などの思想的動
向に支えられて「下からの神学」も発展していった．「下からのキリスト論」
は使徒言行録のキリスト理解を根拠にしており（「神はイエスを復活させ，
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神の右に挙げ，主とし，メシアとなさったのである」使徒言行録 2・32，
同 2・36），歴史的には古代のアンティオケイア学派の神学をとおして今
日に至るまで受け継がれている．
3．文書の概要
　まず「序言」が文書の冒頭部に置かれている．ここでは，「聖書正典の
中に完成されたものとしてある証言」に焦点を当てて研究することを明示
している．
　次に，第一部「イエス・キリストへのアプローチ，現代におけるその総
覧」では，イエス・キリスト理解の様々な方法論が整理されて一目瞭然の
かたちで示されている．その内訳としては，第一章「イエスへのさまざま
なアプローチの概観」，第二章「イエス・キリストへのさまざまなアプロー
チの危険と限界」，第三章「危険性，限界，不確実性を前にどうするのか ?」
が，順にまとめられている．これら三つの章は，18 世紀以降において試
みられてきた欧米の史的イエス研究の多様な方法論をめぐる考察となって
いる．史的イエス研究の危険性とは，信仰の視点を忘却させる方向性に研
究者を導き入れる場合が起こり得ることである．そして，人間としてのイ
エスを理解することにのみ意識を集中させた場合に，キリスト（メシア）
としてのイエスの奥深い存在意義を平板化してしまうという限界を抱え込
むこととなる．研究上の危険性と限界を乗り越えるには，使徒時代の基礎
伝承にさかのぼって信仰者としてのものの観方を確認することが重要とな
る．
　さらに，第二部「キリストについての聖書の総合的証言」では，信仰者
の視点での「キリスト」理解の規準的な理解の仕方を確認している．その
内訳は，第一章「神の救いのわざとイスラエルのメシアへの希望」と第二
章「イエス・キリストにおける救いの約束の成就」となっている．つまり，
神による救いのわざの成就がイエス・キリストにおいて体現されているこ
とを信じる視座がキリスト者にとって一番重要となる．第二部の内容は，
第一部の第三章の内容を洗練させて展開したものである．
4．文書の意義
　『聖書とキリスト論』では，イエス・キリストを信仰共同体の内部では
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どのように理解すればよいのかが明確に示されている．つまり，教会共同
体で信仰生活を深めるうえでのイエス・キリスト理解の方向性を明らかに
することに文書の目的があり，信仰者としての立場でのキリスト理解が簡
潔明瞭に確認できるという意義が本書をとおして見出せる．なお，より一
層理解を深めるために，和田幹男による明晰な解説文を引用しておこう．
――「このようにイエスを十全的（integral）に理解することを目指さな
ければならない．それは，人間の全面的な（total）救いが何かも考えるこ
とになる．イエスに近づくのは，究極的な救いを期待してだからである．
このように聖書の総体的証言に基づき，十全的なキリスト理解を目指し，
人間の全面的救いを考えるように呼びかける．ここにこの文書の特徴があ
り，この自覚があれば，個々のイエス研究から貴重なことを数多く学ぶこ
とができる」（註 5）．
　上述の視点は，後続の教皇庁聖書委員会文書としての 1993 年の『教会
における聖書の解釈』（註 6）においても堅持されており，引き継がれて
いる．この文書では，歴史批判的な聖書解釈法の「危険性」と「長所」の
両方を冷静に提示している．
　まず，歴史批判的な聖書解釈法の「危険性」とは，人間的な次元だけで
すべてを割り切ろうとする方向性がある点が挙げられる．つまり，神のは
たらきの出来事（啓示――御父・御子・聖霊の救済史的な自己譲与の出来
事）を人間的な次元の狭い枠組みのなかに押し込めてしまうことが，歴史
批判的な聖書解釈法の「危険性」なのである．
　一方で，歴史批判的な聖書解釈法の「長所」とは，人間の人生の現実に
向き合う具体的な機会を提供してくれる点なのである．地に足のついた現
実的な社会生活の枠組みにおいて神のはたらきがいかに及ぼされてゆくの
かを実証的に調べることが可能となる．それぞれの時代のそれぞれの人々
は，自分たちが生きている社会的な現実に立脚してものごとを眺めている．
この自分とキリストのあいだに，いかなる関係性が存しているのかを理解
するに際して，古代社会に生きたイエスと現代社会で生きる私たちとのあ
いだを架橋する作業が欠かせないが，その作業を行う一助として歴史批判
的な聖書解釈法が役立つ．
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5．文書の可能性
　文書の可能性としては，どのように聖書を読み，理解し，生きればよい
のかを「キリスト」の存在と救いのわざを中心にして由緒正しく理解する
術を学ぶことで，読者にとっての救いの実感が洗練されることが挙げられ
る．言わば，「キリスト」と自分とがいかにして交流してゆけるのかが聖
書の解釈をとおして再確認することに結びつく．キリスト者にとって一番
重要な相手としての「救い主イエス」の「キリスト」としての存在意義を
再確認することで，信仰の立場での聖書講読の標準的な道行きが明らかと
なる．
　18 世紀以降，聖書学の研究の仕方が多様化し，必ずしも信仰の立場を
堅持しない状況での自由な文学的批評や相対主義的な自由解釈が幅をきか
せているのが現状ではあるが，そのような解釈の定まりにくい聖書理解の
仕方が常道化する世相に在って本文書の存在は，適切な解釈の方向性を明
示しているという点で信仰者の生活に自信を与える保証書のような役目を
果たしている．
　こうして，「聖書講読の標準的な道行きの明確化」と「信仰者の生活に
自信を与える保証書としての役目」という二点を特長としている『聖書と
キリスト論』は，それぞれのキリスト者にとっての「イエス・キリスト理
解」を堅固なかたちで支える手がかりとなる．自分の拠って立つ根拠を確
かなかたちで理解出来るということが，現代という時代に生きるキリスト
者のとっての信仰生活の可能性を披く方途となる．
6．まとめ
　こうして，簡潔にではあるが『聖書とキリスト論』の意義と可能性に関
して整理して提示してみた．ローマ・カトリック教会の立場においては，
各地の教区神学生や修道会神学生たちは司祭職を目指すローマ教皇庁認可
の哲学課程および神学課程のもとでの 6 年間の養成期間において『聖書と
キリスト論』を手引きとして聖書の読み方やイエス・キリスト理解の標準
的な方向性を学ぶことで，将来の司牧者としての聖書理解やキリストとの
関わり方の基本的な土台を形成する．
　しかし，神学生たちのみならず，各地域の小教区現場で生きるローマ・
カトリック教会の信徒たちもまた，どのように聖書を読み，聖書をとおし
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て描かれているイエス・キリストの存在意義を適確に理解するのかを知る
ためにも『聖書とキリスト論』を手がかりとするのである．こうした方向
性にもとづいて，より多くの信徒たちにも手にとって学んでもらえるよう
にと，2016 年にカトリック中央協議会が『聖書とキリスト論』の単行本
化を実現させたのである．
　関わる相手に対して奉仕する司牧者としての司祭職を目指す神学生た
ち，そして信仰生活の現場で家庭と社会に貢献する信徒たち，こうしたキ
リスト者たちの総体は「イエス・キリスト」と出会う経験を深めるに際し
て『聖書とキリスト論』が示す方向性を参照することで，一番整った安全
な道行きをたどることが出来るようになるのである．
　もちろん，「イエス・キリスト」を研究する際に，18 世紀以降の「史的
イエス」の研究の歴史的な積み重ねをも参照することは，幅広い視野から
の学び方に習熟出来るという意味では有益である．しかし，信仰者として
の堅固な道筋を見失わないように絶えず細心の注意を払いながら「史的イ
エス」の研究の知見を参照することが肝要である．そのような作業は「史
的キリスト」（イエスとともに生きていた使徒たちの伝承にもとづく教会
共同体の信仰生活の場においてキリスト理解が深められてゆくことで，救
世主の存在意義の歴史的な理解の発達史が浮き彫りとなる）の存在意義の
考察に踏み込むところまで進みゆくはずである（註 7）．その際に，『聖書
とキリスト論』は堅固な規準を提供してくれるので，信仰者の立場を深め
る者たちにとっては安心感をもたらす後ろ盾として意味を持つ．最終的に
は，『聖書とキリスト論』でも強調されているように，「統合的な視点」（「十
全的キリスト論」[christologia integralis] の立場）でイエス・キリストを
理解することが理想なのである．
註
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（註 3）邦訳版『聖書とキリスト論』53 頁を参照のこと．
（註 4）北米で活発化した「第三探求」（1980 年－）に関しては，マーカス・ボーグに
よる研究書が基本線を提供してくれるものである．Marcus J． Borg, N． T． 
Wright, The Meaning of Jesus: Two Visions, Harper, New York,1989． Marcus J． 
Borg, Jesus: Uncovering the Life, Teachings, and Relevance of a Religious 
Revolutionary, Harper, New York, 2006．マーカス・ボーグ（小河陽監訳）『イエス・
ルネサンス――現代アメリカのイエス研究』教文館，1997 年，などを参照のこと．
なお，「第一探求」とは「イエス伝研究」の時代（1778 － 1906 年）の傾向を指し，
「第二探求」とは「様式史研究」の時代（1953 － 1970 年）の傾向を指す．
（註 5）和田幹男「解説」（教皇庁聖書委員会 [ 和田幹男訳 ]『聖書とキリスト論』カトリ
ック中央協議会，2016 年，90 － 107 頁）97 頁．
（註 6）Pontifi cal Biblical Commission, The Interpretation of the Bible in the Church, 
Libreria Editrice Vaticana, Rome, 1993．なお，教皇庁聖書委員会の様々な教書は
第二バチカン公会議（1962 － 65 年）の『神の啓示に関する教義憲章（啓示憲章）
Dei verbum』の視点を引き継いで洗練させることで教会共同体内における信仰者
の聖書理解の立場を発展させようと志している．『啓示憲章』の包括的な解説書と
しては，以下の文献が参考になる．Ronald D． Witherup, Scripture: Dei Verbum 
(Rediscovering Vatican II), Paulist Press, New York, 2006．
（註 7）信仰共同体の内部で，信仰者としての神認識の視座にもとづいて遂行される「史
的キリスト」（救世主としてのイエスの存在意義を使徒伝承にもとづいて信仰共同
体的な生活の場で礼拝を洗練させることで綜合的に体得してゆく姿勢のキリスト論
の探求）についての研究書としては，以下の文献が参考になる．LARRY W．
HURTADO, How On Earth Did Jesus Become A God?; Historical Questions About 
Earliest Devotion to Jesus, Wm． B． Eerdmans Publishing, Cambridge, 2005． 邦
訳は，まだないが，題名を訳すとすれば以下のようになる．ラリー・W・フルタド
著『地上においてイエスはどのようにして神と見做されるようになったのか――初
期のイエス信心に関する歴史批判的探求』．英国のエジンバラ大学で教鞭を執って
いる新約聖書学者ラリー・W・フルタド（1943 年－）の活動歴や主著『主イエス』
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に関しては，すでに岩島忠彦師（1943 年－）が『カトリック研究』誌のなかで解
説しているので，以下を参照してほしい．――岩島忠彦「書評，フルタド著『主イ
エス・キリスト――キリスト教最初期におけるイエスへの信心』」（『カトリック研
究』第 74 号，上智大学神学会，2005 年，129 － 141 頁）．フルタドが執筆した大
著『 主 イ エ ス 』（Larry W．Hurtado, Lord Jesus Christ: Devotion to Jesus in 
Earliest Christianity, Grand Lapis: Eerdmans, Cambridge, U．K．, 2003．）は，岩
島師によれば「史的キリスト」の立場を披き出した革新的な研究書として評価され
ている．以下のとおりである．――「フルタドは個々の議論に入らない．問題はイ
エス礼拝が教会のどの時点で生じたかである．つまり，本書は『史的イエス』を扱
ってはおらず，いわば『史的キリスト』を扱っているわけである．すなわち，イエ
スをキリストとする教会の信仰発生の経緯を純粋に歴史学的に確認しようとしてい
るのである（岩島，書評，133 頁）．……最初期（30 － 170 年）のキリスト教信仰が，
基本的にユダヤ教的唯一神論からぶれることがなかったこと，にもかかわらず一貫
してイエス・キリストを神的存在として礼拝の対象としたことを，異論の余地がな
いほどに明確に提示している．……初期教会のキリスト信仰を顧慮しなければ，イ
エス・キリストを論じることができないということである．その意味で，本書のよ
うなトータルで一貫性を持ったキリスト研究は類例を見ない（岩島，書評，141 頁）」．
フルタドの大著『主イエス』(Hurtado, Lord Jesus Christ) の延長線上に位置する書
（How On Earth Did Jesus Become A God?; Historical Questions About Earliest 
Devotion to Jesus）においても，彼の研究方向は，古代教父思想に見受けられる救
済的関心および実践的礼拝にもとづく「頌栄的思考法」を導入しつつ信仰の立場に
根ざしたキリスト論を彫琢してゆこうとする意図を備えている点で（とりわけ本書
106 頁において顕著である），現代の聖書研究者の立場（とくに史的イエスの研究
の現代的一形態としての第三探求の諸動向）とは一線を画している．こうして，従
来の徒労に満ちた史的イエス研究の諸成果の限界を乗り越えてゆくための積極的で
信仰感覚に忠実な研究方向がフルタドによって揺るぎない成果を伴って据えられた
ことが明らかなのである．「頌栄的思考法」とは，救いの歴史における三位一体の
神のわざの展開に信頼しつつ讃美と感謝を捧げた古代教父たちの実践的礼拝にもと
づく神学遂行姿勢のことである．古代教父たちが主イエスを理解する際に用いた方
法は，現代の史的イエスの研究方法（とくに第三探求）の枠内で物事を判定する人
間中心主義的な聖書学者たちとはまるで異なった立場であった．つまり，教父たち
はイエスを決して単なる歴史的人物としては扱うことがなかった．むしろ，教父た
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ちは救い主イエスに対する信仰的態度および礼拝実践を何にもまして重んじる．フ
ルタドは，教父思想の淵源としての 30 年から 170 年にかけての時期に注目するこ
とで，キリスト教最初期のキリスト者たちによる頌栄的神学姿勢を浮き彫りにして
みせた．つまり，フルタドは初代教会から教父たちに至る信仰実践の跡を丹念にた
どりつつ受容することによって，現代の私たちがイエス・キリストの存在意義を信
仰感覚に裏打ちされた眼差しで正確に理解するための道筋を整えてくれたのであ
る．
　
　
